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研究成果の概要（和文）：海外の主要な図書館や文書館には、東アジアに関する近代地図や空中写真、気象観測資料が
少なからず収蔵されているが、文献資料と形式がちがうため充分な整理を受けずに多くが利用されていない。本研究は
アメリカ議会図書館ならびに同国立公文書館に収蔵されているそうした資料を探索撮影し、目録等を作製するだけでな
く、その一部を研究に利用しようとするもので、アロー戦争以降の戦時地図、戦中戦後期撮影中国・東南アジア地域の
空中写真（1960年代のU-2機撮影を含む）、さらに戦中期の日本軍の気象観測資料などの所在を確認しつつ写真撮影を
行い、あわせて中国黄土高原・ラオス山岳地帯・台湾桃園台地の土地利用変化の研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Modern geographical sources concerning East Asia, such as maps, aerial 
photographs and meteorological observation data, are found among collections in major overseas libraries 
and archives. However these sources have been underutilized for the study of environmental change, 
because they were not catalogued systematically as documentary records. This study intends to search and 
collect them mainly in the Library of Congress and the National Archives and Resource Administration Ⅱ. 
We confirmed in them wartime maps since the Arrow War, aerial photographs of China and South East Asia 
during and after World War Ⅱ including those by U-2 plane in 1960s and wartime meteorological 
observation data by Japanese military. In addition, we studied land use changes in Chinese loess plateau, 
Laotian highland and the Taoyuan tableland of Taiwan.

研究分野： 地理学
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１．研究開始当初の背景 
19 世紀から 20 世紀前半のアジア太平洋地

域について整備された地図や空中写真、気象
観測データといった近代地理資料は、その形
式の特殊性もあって、研究資料としての扱い
を充分に受けず、また第二次世界大戦とその
後の軍事的・政治的変動のなかで責任機関を
失い、存在そのものが忘れ去られようとして
いる。本研究参加者は、これまで地図・空中
写真・気象観測資料について、内外の研究機
関や図書館で探索と収集を続けてきたが、と
くにアメリカ議会図書館（ワシントン）なら
びに同国立公文書館Ⅱ（メリーランド州）に
収蔵されている資料に注目し、その本格的研
究を開始することとした。 
なおアメリカ議会図書館および同国立公

文書館Ⅱは、膨大な東アジア関連資料だけで
なく、第 2次世界大戦直後の接収により、日
本軍や日本の植民地政府による大量の地理
資料も合わせて収蔵している。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上記のように忘れ去られよう

としてきた近代地理資料を、環境変化研究や
地域研究の重要資料として、その海外におけ
る最大の収蔵機関であるアメリカ議会図書館、
同国立公文書館Ⅱを中心に探索し、集成する
とともに、それを活用した地域研究を東アジ
アと東南アジアで展開して、関連分野の研究
者の関心を喚起することをめざしている。地
理学を中心とした学際的な研究組織により、
アジア太平洋地域の近代地理資料の再生をは
かることを目的とする。 
 

３．研究の方法 
 本研究では、各種資料（地図・空中写真・
気象観測資料）の探索、目録の作成ならびに
複写（写真撮影ならびにスキャン）、さらに
収集した資料にもとづく現地調査を主要な
作業としている。 
地図の探索では、これまで東北大、京大、

お茶大など日本の大学所蔵の外邦図の目録
を作成してきたが、そのほとんどは終戦時に
参謀本部に収蔵されていたもので時期的に
新しい。本研究では、これらの目録にない、
より古いものの探索を主体にすることとし
た。他方空中写真のうち日本軍撮影のものは、
地域や時期が分散しており、むしろアメリカ
国立公文書館の所蔵する標定図を入手して、
東アジア・東南アジアをカバーする関係諸国
の空中写真の時空的分布を検討することと
した。また気象観測資料については、アメリ
カ議会図書館、同国立公文書館、日本の気象
庁図書館、防衛省防衛研究所に分散して収蔵
されている関係から、それらの横断的探索を
めざした。 
以上の資料の目録は、まとまりのある資料

群から作成に着手して、順次『外邦図研究ニ
ューズレター』に掲載した。なおこのニュー
ズレターは、この方面の研究開始時から刊行

し、すでに 11 号に達している。また地図類
を中心に調査時に写真を撮影し、とくに重要
なものについては、スキャンを依頼した。 
上記で得られた資料にもとづく現地調査

は、中国の黄土高原、ラオス、台湾桃園台地
で行った。 
 
４．研究成果 
 本研究で探索する地理資料となる地図・空
中写真ならびに気象観測資料は、作製機関や
作製次期が多岐にわたり、本研究ではいくつ
かの資料群を設定し、アプローチを行った。 
地図については、まず近代初頭の欧米の

「帝国地図学」に注目し、その概要をあきら
かにするとともに、とくにアロー戦争につい
ては、清国・日本における欧米製図の翻訳複
製までも検討した。 
明治初期についてはこれまで集中的に検

討してきたアメリカ議会図書館蔵初期外邦
測量手描き原図の検討を継続し、あわせて別
途データベース科研を得てその画像データ
ベースを仮公開した。さらに近代国家や植民
地の土地管理や土地税徴収の基礎をなす地
籍図の作製やそれをもとにした地形図の作
製についても調査を継続し、台湾におけるそ
の種の地図を GIS によって分析し、土地利用
の変遷を追跡した。これによって複数時点の
地形図を使った本格的な研究事例を示すこ
とができたと考えている。 
さらに戦中期～戦後期の地図・空中写真に

ついては、中国本土や東南アジア、沖縄を対
象とするものを検討し、戦後期についてはＵ
－２機撮影の画像も重要な資料になること
が判明した。 

 

中国・北朝鮮における 1960 年代のＵ－２機

の撮影範囲 
 
上掲図はアメリカ国立公文書館蔵の中国地
域の空中写真の標定図からU-2機の航跡と撮
影範囲を抜き出して集成したものである。空
中写真は偵察用に中華人民共和国と敵対し
ていた台湾（ROC）とアメリカが協力して撮
影し、パイロットは台湾人がつとめた。核兵
器の開発や核実験に強い関心を寄せ、軍需工
場や飛行場もあわせて偵察しているが、連続
して撮影が行われたため、都市だけでなく、



農村地帯も帯状にカバーしていることがわ
かる。 
この例からもわかるように、軍事目的の偵

察写真を利用する場合には、その当時の撮影
目標が判明していることが望ましく、これに
むけて米軍が爆撃用に作製した「ターゲッ
ト・チャート」の探索と分析も開始している。 
なお地図や空中写真については、資料の写

真撮影の方法や、その景観変遷研究における
利用まで関心を寄せつつ検討した。また外邦
図の公開を続けている「外邦図デジタルアー
カイブ」の改善に向けて、海外の類似データ
ベースの視察も調査にあわせて行った。 
また、以上のような準備を背景に、中国黄

土高原の土地利用変化やラオス北部の焼畑
の立地変化の検討を進めた。 
他方気象観測資料については、とくに観測

データの中断がしばしばみられる戦中期に
関心を集中し、アメリカ議会図書館や気象庁
図書館、防衛研究所、国立公文書館の所蔵資
料の横断目録を作製し、未利用のデータの発
見の可能性を示した。その成果は 2014 年か
ら開始された基盤研究(S)科研「過去 120 年
間におけるアジアモンスーン変動の解明」
（代表者：松本淳首都大学東京教授）の気象
データ（とくに日本占領期の中国大陸北部の
観測データをカバーする『北支那気象月報』
1939～1944 年）の収集に役立っている。また
韓国ソウルにおける日本公使館・領事館の気
象観測についても検討した。 
 以上の結果、地図・空中写真、気象観測デ
ータいずれについても、少なからぬ未利用の
資料があり、その発掘と利用に関しては大き
な可能性があることが明らかとなった。 
 また本研究が刺激となってアメリカ合衆
国各地の図書館で外邦図の整理やデジタル
アーカイブの構築が進行していることも合
わせて指摘しておきたい。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 



種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
外邦図研究プロジェクト 
http://www.let.osaka-u.ac.jp/geography/
gaihouzu/newsletter10/ 
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